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（京都市開業）
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精 度 の 高 い 補 綴 物 製 作 の コ ツ

略歴
平成元年 朝日大学歯学部卒業
• 朝日大学歯学部歯学研究科（歯周病）
• 平成４年 学位取得（歯周病学）
• 朝日大学歯学部非常勤講師（歯周病
学講座）
• 平成９年 京都市西京区にて開業
（森本歯科クリニック）
• 平成１８年 iaaid-Asia（国際先進学際歯
科学会アジア部会）理事
• 平成２８年 Gee Pee Brothers （共同代表）
• 平成３０年 ICOM-japan  メンバー

調整量の少ない技工物をつ く るための取 り組み

記

日 時 2018年6月24日（日） 10：00～15：30

会 場 ホテルマリンパレスさぬき（高松市福岡町2-3-4 無料駐車場あり）

参加費 会員 無料
非会員 10,000円

※昼食のご用意はございませんので各自でお願い致します。

補綴物の精度は齲蝕や歯周病の再発と大きく関係します。また、
調整に時間がかからないため、チェアタイムの短縮となり患者様の
ストレスが軽減されるだけでなく、医院のイメージアップにも貢献し
ます。
診療室内での正確な印象による作業用模型や咬合採得があって
こそ、また、技工室側での適切な作業が行われてこそ、補綴物の
精度は上がってきます。診療室内でも技工室内でも精度が落ちな
いよう努力しているはずですが、「指示したとおりの補綴物ができ
ていないじゃないか。」（歯科医師）、「正確な歯型や噛み合わせが
採れていないのに補綴物の出来栄えに口を出されるのはちょっと
…….」（技工士）というようなことを多く耳にします。
ここで初心に立ち返り、日常臨床においてより精度の高い補綴物
を製作するために歯科医師と技工士がどのように連携して作業を
進めているかをお話しさせていただきます。

技工の仕事の中で一番避けたい事は技工物の再製では無いだろうか。再
製料金は各ラボにより様々ではあるが料金をいただけない場合も多く、そ
の場合は単純に技工物を半額で作製しているのとかわらない。技工士の
労働条件、待遇が問題になっており、離職率や学校の閉鎖など技工士を
続ける人、または技工士を志す人がどんどん少なくなってきている。再製
技工を無料で行うということは、同じ売り上げをあげるのに倍の時間が必
要になり、長時間労働にもつながるのである。更に技工士だけではなく、
歯科医師、歯科衛生士、そして何より患者様にご迷惑がかかり誰も得をす
ることがない。再製にならなくても口腔内での調整に時間がかかる技工物
はできるだけ無くしていきたいものである。昨今ではラボの機械化デジタル
化が進み、CAD/CAM、Inter Oral Scannerが登場して進化し、精度のいい補
綴物が誰にでも作れるようになってきた。しかし、それを扱う私達歯科技工
士が、形態（審美）機能（咬合）を知らなければ高額な機械を使っても再現
することは不可能である。
今回話をさせて頂く内容は自身の２０数年の技工を振り返り、基本的な
作業の中での小さなコツから最近のCAD/CAM技工まで、年齢層、経験年
数に関係なく少しでもお役にたつことがあればと考えて発表させて頂きま
す。

1989 新大阪歯科技工士専
門学校卒業
1995 前川デンタルラボラト
リー開業
2003 シークエンシャルワッ
クスアップコース卒業
2005 シークエンシャルオク
ルージョンDrコース終了
2008 株式会社 前川デンタ
ルラボ新設
ICOI（国際口腔インプラント
学会）技工部委員長

日本顎咬合学会指導技工
士 理事


